
前
の
医
書
や
著
者
名
の
引
用
回
数
の
率
は
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
保
嬰
三
方
』
に
は
記
載
の
順
序
に
も
そ
れ
ま

で
の
医
書
に
承
ら
れ
な
い
新
し
さ
が
あ
り
、
処
方
数
も
各
門
に
三
つ

と
定
め
る
な
ど
実
践
的
な
面
が
多
い
。
自
ら
古
方
派
と
称
す
る
に
し

て
は
古
い
医
書
の
引
用
は
少
な
く
、
『
傷
寒
論
』
の
処
方
の
引
用
も

少
な
い
が
、
そ
の
処
方
内
容
は
そ
れ
ま
で
に
な
く
大
黄
の
入
っ
た
処

方
を
多
く
記
載
し
て
お
り
、
東
洞
の
出
現
を
予
想
せ
し
め
る
も
の
が

あ
る
。
吉
益
東
洞
は
日
本
独
特
の
医
学
を
つ
く
り
上
げ
た
こ
と
で
評

価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
独
創
性
の
芽
生
え
は
こ
の
時
代
に
も
ゑ

ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
嘩
小
児
科
内
科
）

１

演
者
は
こ
れ
ま
で
高
嶺
徳
明
に
よ
っ
て
琉
球
に
伝
え
ら
れ
、
さ
ら

に
島
津
藩
医
伊
佐
敷
道
与
に
よ
っ
て
鹿
児
島
に
伝
播
さ
れ
た
、
福
州

の
黄
会
友
の
秘
伝
の
医
術
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
麻
酔
科
学
の
立
場

か
ら
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

こ
れ
は
徳
明
の
伝
え
た
秘
伝
の
一
部
は
全
身
麻
酔
で
あ
ろ
う
と
い

う
推
定
に
基
づ
い
て
お
り
、
高
嶺
家
に
伝
え
ら
れ
た
口
伝
「
痛
く
な

い
よ
う
に
し
て
手
術
を
行
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
手
懸
り
と
な
る
史
料
が
殆
ど
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
こ
の

本
態
に
関
し
て
は
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

朝
日
新
聞
全
国
版
に
報
じ
ら
れ
た
演
者
の
記
事
が
機
縁
と
な
っ

て
、
鹿
児
島
県
川
内
市
の
川
内
市
歴
史
資
料
館
に
お
い
て
、
右
の
黄

黄
会
友
の
「
神
仙
秘
法
」
に
つ
い
て

ｌ
高
嶺
徳
明
、
伊
佐
敷
道
与
の

秘
術
に
関
連
し
て
Ｉ

松
木
明
知
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「
神
仙
秘
法
」
と
題
さ
れ
た
秘
伝
言
は
幅
一
八
セ
ン
チ
、
長
さ
二

七
五
セ
ン
チ
の
巻
物
で
あ
り
、
東
京
在
住
の
あ
る
島
津
藩
医
の
子
孫

の
方
か
ら
川
内
市
歴
史
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
胴
乱
の
中
か
ら
発
見

さ
れ
た
。
種
灸
の
事
由
の
た
め
、
こ
の
島
津
藩
医
の
名
も
子
孫
の
方

の
名
前
、
ま
た
胴
乱
も
一
切
外
部
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

「
神
仙
秘
法
」
は
大
別
し
て
三
つ
の
部
分
よ
り
成
っ
て
い
る
。

一
は
黄
会
友
の
秘
伝
の
処
方
と
手
術
法
、
手
術
時
の
祈
り
の
文

句
、
高
嶺
徳
明
が
黄
会
友
か
ら
伝
授
さ
れ
た
経
緯
、
徳
明
か
ら
島
津

藩
医
伊
佐
敷
道
与
へ
の
伝
授
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で
是
永
安

貞
、
永
井
円
長
の
署
名
が
あ
る
。
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
こ

の
中
と
く
に
重
要
な
処
方
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

会
友
の
秘
術
を
伝
え
る
資
料
が
二
百
四
十
年
振
り
に
発
見
さ
れ
、
そ

の
中
に
披
見
さ
れ
る
処
方
な
ど
の
解
明
が
演
者
に
求
め
ら
れ
た
。
演

者
は
ち
ょ
う
ど
沖
縄
県
医
師
会
か
ら
の
依
頼
で
、
高
嶺
徳
明
の
伝
記

を
執
筆
中
で
あ
る
が
、
今
回
発
見
さ
れ
た
秘
伝
書
の
一
部
を
紹
介
し

た
い

0

2

黄
会
友
の
「
神
仙
秘
法
」
の
発
見
は
、
こ
の
方
面
で
の
研
究
を
大

き
く
進
展
さ
せ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
が
、
麻
酔
薬
の
処
方
が
見

出
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

徳
明
か
ら
医
術
を
学
ん
だ
伊
佐
敷
道
与
は
琉
球
に
赴
く
前
、
つ
ま

二
は
、
鹿
児
島
の
島
津
氏
久
幸
公
の
嫡
男
が
、
欠
唇
の
手
術
を
受

け
た
こ
と
を
伝
え
る
部
分
で
あ
る
。
久
幸
公
は
佐
志
領
主
で
、
実
は

知
覧
領
主
久
達
（
ヒ
サ
ミ
チ
）
の
三
男
で
あ
っ
た
が
、
佐
志
領
主
久

東
（
ヒ
サ
ハ
ル
）
の
養
子
と
な
っ
た
。
こ
の
久
幸
の
長
子
は
清
久
と

称
し
た
が
、
疾
が
あ
っ
て
家
督
を
継
が
な
か
っ
た
。
欠
唇
の
た
め
で

あ
ろ
う
。
二
男
の
久
金
が
跡
を
継
い
だ
。

三
は
、
実
際
の
手
術
に
つ
い
て
の
具
体
的
事
項
を
記
し
て
い
る
も

の
で
、
医
史
学
的
に
は
さ
ほ
ど
重
要
で
な
い
。

○
琉
珀
五
分
○
珍
珠
五
分
○
血
蜴
壹
両
但
拾
目
壹

両
○
赤
石
脂
一
両
○
氷
片
壱
銭
○
襲
骨
壹
両

○
児
茶
八
銭
○
乳
香
一
両
用
竹
葉
盛
菜
条
去
油
○
没

薬
一
両
用
竹
葉
盛
笑
去
油
○
珊
砂
一
銭
放
在
炭
上
焼
枯

3
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り
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
上
洛
し
て
上
原
道
悦
に
医
術
を
学
ん
だ
。

元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
二
月
琉
球
に
渡
り
、
同
四
年
（
一
六
八
七
）

秋
に
鹿
児
島
に
帰
っ
た
。
翌
五
年
（
一
六
八
八
）
再
度
上
洛
し
て
、

北
尾
芳
庵
法
師
に
医
学
を
学
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
徳
明
か
ら
学
ん
だ
医
術
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
道

与
の
口
か
ら
直
接
京
都
の
医
師
に
も
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
否
定
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

寺
井
玄
渓
は
、
赤
穂
義
士
か
ら
列
外
の
同
志
と
し
て
信
頼
さ
れ
た

元
赤
穂
藩
医
で
あ
る
。
父
祖
は
三
河
の
武
士
で
父
の
代
ま
で
は
本
多

出
雲
守
政
利
に
仕
え
、
主
家
改
易
に
よ
り
浪
人
と
な
っ
た
。
玄
渓
は

京
都
へ
出
て
町
医
を
開
業
、
そ
の
経
歴
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
が
桐
庵

と
号
し
た
。
元
禄
十
三
年
赤
穂
藩
の
筆
頭
藩
医
と
し
て
、
藩
主
内
匠

頭
長
矩
に
仕
え
た
。
時
既
に
七
十
九
歳
。
赤
穂
藩
が
何
故
に
こ
の
老

医
を
召
抱
え
た
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
前
任
者

く
も
で

ご
ふ
き

の
口
分
田
玄
瑞
は
長
矩
の
持
病
・
瘤
（
浅
野
家
で
は
こ
れ
を
御
病
気
と

い
っ
た
）
を
治
す
に
は
玄
渓
が
最
適
任
で
あ
る
と
考
え
て
推
挙
し
た

故
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

元
禄
十
四
年
三
月
十
四
日
江
戸
城
松
之
大
廊
下
に
お
い
て
長
矩
が

吉
良
上
野
介
へ
刃
傷
に
及
ぶ
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
事
件
当
日
も

薬
湯
を
進
め
た
玄
渓
は
、
人
一
倍
自
責
の
念
に
か
ら
れ
、
急
ぎ
赤
穂

赤
穂
義
士
を
支
援
し
た
元
赤
穂
藩
医
・

寺
井
玄
渓

木
下
勤
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